
1 

守山まるごと活性化計画 吉身学区 第５回会議 

 

1. 実施概要 

 

学区・回 吉身学区 第 5回 

日 時 2013年 11月 11日（月） 19：30～21：30 

会 場 吉身会館 

参加者 

住民 20人（元町 3人、下之郷 2人、吉身西町 1人、吉身中町 3人、吉身東町 2人、

レックス弐番館 1 人、岡 2人、浮気 3人、グランドメゾン守山 3人） 

守山市（西井、西木、柿本、坪内） 

地域未来研究所（奥村、義浦、山田、前田） 

会場設営 
前半は自由席。後半は 4テーブルを配置、重点プロジェクト毎に希望するテーブル

に着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（三宅学区長） 

 

２．説明と重点プロジェクトの投票およびまちづくりテーマ案の選択 

①本日のプログラム内容（奥村） 

②第 4回検討結果の説明（奥村） 

③まちづくりテーマ案の洗濯とプロジェクトの絞り込み（投票） 

  ■選択された「まちづくりのテーマ」 

    → 吉身は目指します 自然・歴史・文化を次世代につなげるまち 

  ■選択された「重点プロジェクト」 

→ ①ホタルを守ろうプロジェクト 

（自然を大切にしようプロジェクト含む） 

    → ②吉身の歴史・伝統をつなぐプロジェクト 

（下之郷遺跡・拠点化プロジェクト含む） 

    → ③中山道を軸とした観光促進プロジェクト 

    → ④祭りだ！わっしょいプロジェクト 

（ふれあい公園すくすくプロジェクト含む） 

 

３．重点プロジェクトの掘り下げと実現化方策についての意見交換（テーブル別ワ

ーク） 

【主な意見】 

■ホタルを守ろうプロジェクト（自然を大切にしようプロジェクトを含む） 

・観光地化に取り組む前に、ホタルを守るための自然環境の保全等を進める必要が
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ある。 

・地域としては、イベントや勉強会、ごみ拾い等を行ってはどうか。また、クラブ

活動として取り組み、活動結果を夏祭りや自治会館等で展示してはどうか。 

・自動車のライトはホタルに良くないことから、生息地にあたらないようにパネル

の設置を行った。この取組を学区で徹底した方が良い。 

・来年、自治会を対象としたホタル鑑賞会を行い、住民にホタルについて知っても

らい、将来的には、外向けに情報発信する。 

■吉身の歴史・伝統をつなぐプロジェクト（下之郷遺跡・拠点化プロジェクトを含

む） 

・まずは住民が地域の歴史のことを知る必要がある。そのためにも、学校で地域の

ことをどのように教えているのか知りたい。 

・下之郷遺跡だけでは物足りないことから、他の史跡等も合わせて取組を実施した

方が良い。 

・まちあるきイベント等を開催する際は、若い人に参加してもらうための仕組みづ

くりや継続するための仕組みづくりを行っていく必要がある。 

・他の地域で成功している例があれば知りたいので、紹介して欲しい。 

■中山道を軸とした観光促進プロジェクト 

・もっと観光客が来るように、ウォーキングコースについては、インターネットに

よる PR やストーリー性を持たせた案内等、工夫をする必要がある。 

・ウォーキングイベント等の開催に際しては、JR や旅行会社、商業施設等の連携

をする必要がある。 

・地域としても、住民がガイドになれるようにする等、体制を構築する必要がある。 

■祭りだ！わっしょいプロジェクト（ふれあい公園すくすくプロジェクトを含む） 

・学区民のつどいについては、若い人や子ども等が参加できるプログラムに見直す

必要がある。 

・伝統ある行事を盛り上げるためには、昔からの慣習があるので難しい可能性があ

るが、祭りの世話役と話し合い、サポートできることを把握する必要がある。 

・イベントの開催としては、地区対抗別運動会等、定期的にイベントを実施した方

が、効果があるのではないか。場所は学区の中の公園を活用すると良い。 

・こどもが楽しく遊べる場作りのためには、日よけや水辺を整備するほか、ルール

を徹底する必要がある。 

 

４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表が学区の重点プロジェクトの取組や役割分担について
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協議内容を発表し、共有化した。 

 

５．その他 

・学区別会議は今回で一旦終了。12 月～1月頃に全体会議・活性化プラン（素案）

の完成。2 月頃に活性化プラン（素案）を地域で説明。3 月に活性化プランの完

成という予定で進めることとなった。 

 

第 5回吉身学区会議の様子 
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2. 第５回学区会議の意見まとめ 

吉身学区のまちづくりのテーマおよび重点プロジェクトの投票結果、検討内容をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜吉身学区のまちづくりのテーマの投票結果＞ 

① 豊かな水・歴史・ひとが集まるまち 吉身（５票） 

② 吉身は目指します 自然・歴史・文化を次世代につなげるまち（11票） 

③ 下之郷遺跡をはじめとした歴史を感じられるまち 吉身（２票） 

④ よいとこたくさん、しあわせあふれる、みんなのまち 吉身（５票） 

 

＜重点プロジェクトの投票結果＞ 

プロジェクト名 
投票結果（票数） 

採否 
必要性 興味 合計 

① ホタルを守ろうプロジェクト 17 12 29 ○ 

② 吉身の歴史・伝統をつなぐプロジェクト 10 12 22 ○ 

③ 中山道を軸とした観光促進プロジェクト 7 12 19 ○ 

④ 祭りだ！わっしょいプロジェクト 7 11 18 ○ 

⑤ ふれあい公園すくすくプロジェクト 9 6 15 ○ 

⑥ 下之郷遺跡・拠点化プロジェクト 6 7 13 ○ 

⑦ 河川敷公園多目的広場を核とした健康づくりプロジェクト 6 6 12  

⑧ つどいの場を盛り上げるプロジェクト 6 6 12  

⑨ 守山駅周辺につどうプロジェクト 5 4 9  

⑩ 自然を大切にしようプロジェクト 5 3 8 ○ 

※投票は、各人「地域のまちづくりに必要と思われるもの」3票、「自分自身に興味があり取り組んでみたいもの」3票の    

 合計 6票を持ち、各プロジェクトに投票してもらった。（一つのプロジェクトに複数投票可） 

 

 

これを採用 

こ
れ
ら
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化 
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2.1 吉身学区のまちづくりプロジェクトに対する個別意見・実施に向けての役割分担等 

 

プロジェクト名 取組 意見 

①ホタルを守ろうプロジ

ェクト（自然を大切にし

ようプロジェクトを含

む） 

■取組１ 

ホタルを守るための仕組みづくり 

（自然を大切にするための仕組みづくり） 

【意見】 

●観光地化に取り組む前に、自然環境保全等を進める。 

【役割分担】 

●地元でできること 

・イベントや勉強会のほか、ごみ拾い等も行う。 

・クラブ活動として取り組む。活動結果を夏祭りや自治会館等で展示する。 

・ホタル生息地に自動車が入らないようにする。 

●行政等にサポートを求めること 

・自動車のライトが川に影響しないようにパネル設置等を行う。 

・ホタルのえさ（カワニナ）を保全する。 

① ・川の法面に土を残す工法を採用する。 

・開発と保全のバランスを取る。 

■取組２ 

ホタル祭りの開催 

（自然と親しむイベントの開催） 

【意見】 

●来年、自治会でホタル鑑賞会を行い、住民に知ってもらう。将来的には、外向けに

情報発信する。 

■取組３ 

水辺の遊歩道づくり 

（自然を親しむ環境づくり） 

【意見】 

●目田川ホタルウォーク 

【役割分担】 

●行政等にサポートを求めること 

・遊歩道整備のための緑地を確保する。 

②吉身の歴史・伝統をつ

なぐプロジェクト（下之

郷遺跡・拠点化プロジェ

■取組 1 

歴史・伝統文化の語り部の育成と 

活躍の場づくり 

【意見】 

●学校で地域のことをどのように教えているのか知りたい。 

【役割分担】 
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プロジェクト名 取組 意見 

クトを含む） ●地元でできること 

・住民が地域の歴史を知る。（町名の由来を調べる。） 

・住民が観光客にガイドする。 

・紙芝居を作成する。 

●行政等にサポートを求めること 

・先生がまず地域の歴史を知ってもらう。学生への啓蒙活動を行う。 

■取組２ 

下之郷遺跡を活用した住民主体の憩いの場づくり 

（下之郷遺跡だけでは物足りないため、他の史跡と合わせて取組を実施する。） 

■取組３ 

下之郷遺跡を軸とした交流活動の活性化 

（下之郷遺跡だけでは物足りないため、他の史跡と合わせて取組を実施する。） 

■取組４ 

吉身まちあるきコースの設定、 

マップの制作・配布 

【意見】 

●コース毎に紹介する。 

【役割分担】 

●地元でできること 

・まちを探検する。 

・コースに名前をつける。 

■取組５ 

吉身まちあるきイベント等の開催 

【意見】 

●若い人に参加してもらうための仕組みづくりを行う。 

●責任を住民１人１人感じることが大切。 

●NPOの立ち上げや大学との連携等の継続するための仕組みづくりを行う。 

●他のイベント(火祭り等)を活用する。 

●自治会でするのは大変。 

【役割分担】 

●行政等にサポートを求めること 

・成功例について紹介してもらう。 
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プロジェクト名 取組 意見 

③中山道を軸とした観光

促進プロジェクト 

■取組１ 

中山道ウォーキングコースの設定、 

マップの制作・配布 

【意見】 

●もっと観光客が来るように PRする。 

●インターネットで PRする。 

●子どもに教えたら、親に伝わり広がる。 

●ストーリー性を持たした案内を行う。 

【役割分担】 

●行政等にサポートを求めること 

・広報等でマップを配布する。 

■取組２ 

中山道ウォーキングイベント等の開催 

【意見】 

●ＪＲや旅行会社と連携し取り上げてもらう。 

●学区をまたいで連携する。 

●商業施設と連携し、待ち時間に歩いてもらう。 

●前回は水辺をテーマに中山道のウォーキングを実施した。 

【役割分担】 

●地元でできること 

・体制を構築する。（市や商業施設との連携） 

・住民全員がガイドになれるようにする。 

・自治会で中山道関連の歴史について学ぶ機会を提供する。 

●行政等にサポートを求めること 

・主催者になってもらう。 

④祭りだ！わっしょいプ

ロジェクト（ふれあい公

園すくすくプロジェクト

を含む） 

■取組 1 

学区民のつどいのリニュアル 

【意見】 

●近くに集まることができる会館がない。 

●内容の見直しが必要。若い層が参加するためにバンド等を実施する。 

●子どもが参加できるプログラムを構築する。 
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プロジェクト名 取組 意見 

 ■取組２ 

伝統ある行事を盛り上げる 

【意見】 

●昔からの慣習があるので難しい可能性がある。 

●見物人が多いと若い人のやる気が出る。 

●夜店等の出店を行う。 

【役割分担】 

●地元でできること 

・祭りの世話役と話し合い、サポートできることを把握する。 

■取組３ 

吉身の行事・イベントのＰＲ 

【意見】 

●スタンプラリーを開催する。 

■取組４ 

イベントの開催 

【意見】 

●若い世代やお年寄りが交流できる仕掛けづくりが必要。 

●学区の中の公園を活用。 

【役割分担】 

●地元でできること 

・地区対抗別運動会を開催する。 

・定期的にイベントを開催する（季節毎、季節の変わり目）。 

・当番制での開催 

・PRを徹底する（内容（日時、場所等）の明確化、自治会を通じての周知）。 

■取組５ 

子どもが楽しく遊べる場づくり 

【役割分担】 

●行政等にサポートを求めること 

・日よけや水辺を整備する。 

・ルールを徹底する。 

 


